
・晴天の日が多く、雪や霜が少なく、台風
の来襲が少ない瀬戸内海沿岸部が適して
いる。

・特に若木は、寒さに弱いことから畳表等
による防寒対策が必要。

・農産物の国産嗜好が高い中、首都圏の
バイヤーからの関心が高い。
・需要に生産が追いついていない状況。
・石鹸などの加工製品も開発、販売中。

【果樹】アボカド栽培の取組（松山市） 【愛媛県松山市】

アボカドに着目したポイント

かんきつからの転換作物
として、ビタミン、ミネラルが
豊富で消費が伸びている
熱帯果実のアボカドの栽培
を開始。

・松山市のアボカド生産クループ北条では、かんきつ価格
の低迷が続く中で、沿岸部の露地でアボカドが結実されて
いることに着目。
・平成21年から本格的に栽培を開始。
・松山市も、苗木の育成・配布・栽培技術支援を取り組む。

・現状では病害虫の発生が少なく、無農薬による栽培を
行っている。

取組産地の概要

【地域の連携状況】

・まつやま農林水産
物ブランド化推進協
議会（事務局松山市
農林水産課）におい
て、ブランド育成産品
としてPR活動を行っ
ている。
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・松山市では、毎年、希望する認定農業者
等へ苗木を配布。

・他の果樹に比べ未収益期間（初結実に
約６年）が長いことから、露地栽培を奨励。
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【実績】
H28年
・露地栽培 100名

（認定農業者等）
・栽培面積 4.5ha
・出荷数量 １t

【今後の展望】
・目標収量は１～1.5ｔ/10
ａ。

・栽培技術の確立による
生産安定化。

・日本一の産地化とブラ
ンド化を目指す。

注：中国・四国地域果樹に係る課題現地検討会現地調査地区（平成28年12月）


